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兵
庫
県
代
協
（
紀
隆
晋
会

長
）
は
５
月
28
日
、
第
７
期

定
時
社
員
総
会
を
兵
庫
県
私

学
会
館
（
神
戸
市
中
央
区
）

で
開
催
し
た
。
会
員
30
人
が

出
席
し
、
代
表
理
事
会
長
に

は
紀
隆
晋
氏
が
再
選
さ
れ

た
。

　
２
０
１
３
年
度
の
事
業
報

告
と
し
て
紀
会
長
は
、
「
２

６
０
人
の
会
員
で
今
期
を
ス

タ
ー
ト
し
た
が
、
期
末
に
２

６
８
人
で
組
織
率
は
23
・
９

％
か
ら
24
・
６
％
と
な
っ

た
。
目
標
の
50
％
に
は
ほ
ど

遠
く
、
14
年
度
は
会
員
拡
大

に
向
け
て
さ
ら
に
力
を
尽
く

す
。
１
年
間
を
通
じ
て
支
部

会
の
ブ
ロ
ッ
ク
セ
ミ
ナ
ー
、

阪
神
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
の
公

開
講
座
、
教
育
研
修
事
業
、

広
報
活
動
と
し
て
の
ホ
ー
ム

ぺ
ー
ジ
の
更

新
、
地
域
へ
の

社
会
貢
献
活

動
、
地
球
環
境

保
護
活
動
、
企

画
環
境
事
業
で

の
反
社
会
的
勢

力
排
除
の
講
習

会
な
ど
を
各
委

員
会
が
行
っ
て

き
た
」
と
報
告

し
た
。

　
本
年
度
の
事

業
計
画
に
つ
い
て
は
、
「
保

険
業
法
が
改
正
さ
れ
る
運
び

と
な
り
、
顧
客
サ
イ
ド
に
立

つ
行
政
は
、
損
保
代
理
店
に

も
多
く
の
こ
と
を
求
め
て
い

る
。
兵
庫
県
代
協
と
し
て

も
、
日
本
代
協
の
行
動
規

範
、
倫
理
綱
領
の
精
神
を
堅

持
し
て
事
業
計
画
に
取
り
組

む
」
と
し
、
①
教
育
研
修
事

業
②
組
織
の
拡
大
③
広
報
活

動
、
会
員
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提

供
④
地
域
社
会
、
地
球
環
境

保
護
へ
の
貢
献
活
動
⑤
健
全

財
政
の
堅
持
⑥
会
員
相
互
や

保
険
会
社
、
他
士
業
と
の
交

流
促
進
の
支
援
―
を
挙
げ

た
。
四
つ
の
付
議
事
項
は
全

て
原
案
通
り
可
決
承
認
さ

れ
、
役
員
改
選
で
は
紀
氏
が

会
長
に
再
選
さ
れ
た
他
、
組

織
委
員
長
に
岡
本
博
氏
、
教

育
委
員
長
に
塩
谷
広
志
氏
、

支
部
会
担
当
に
磯
崎
比
呂
志

氏
、
総
務
・
広
報
担
当
に
野

島
敏
彦
氏
の
４
人
の
副
会
長

が
選
出
さ
れ
た
。

会員30人が出席した

兵庫県代協　第７期定時社員総会開く

代表理事会長に紀氏を再選

紀氏

　
内
閣
府
は
２
０
１
４
年
度

「
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
応
募
作

品
を
９
月
10
日
ま
で
募
集
し

て
い
る
。
交
通
安
全
に
つ
い

て
、
普
段
考
え
て
い
る
こ
と

や
話
し
合
っ
て
い
る
こ
と
、

身
近
な
体
験
談
、
独
自
の
工

夫
や
実
践
例
な
ど
を
作
文
に

書
い
て
応
募
す
る
。

　
同
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
各
家

庭
な
ど
で
交
通
事
故
に
つ
い

て
話
し
合
う
こ
と
で
、
交
通

ル
ー
ル
の
順
守
と
正
し
い
交

通
マ
ナ
ー
を
習
慣
付
け
る
こ

と
を
目
的
に
、
内
閣
府
と
交

通
安
全
関
係
３
団
体
（
全
日

本
交
通
安
全
協
会
、
三
井
住

友
海
上
福
祉
財
団
、
日
本
交

通
安
全
教
育
普
及
協
会
）
の

主
催
で
実
施
し
て
お
り
、
今

回
で
36
回
目
。

　
最
優
秀
作
受
賞
者
は
、
15

年
１
月
16
日
に
開
催
す
る
交

通
安
全
国
民
運
動
中
央
大
会

で
表
彰
す
る
予
定
。
優
秀
作

と
佳
作
受
賞
者
に
は
、
内
閣

府
・
関
係
主
催
団
体
か
ら
表

彰
状
な
ど
を
送
付
す
る
。
ま

た
、
入
賞
作
品
は
作
品
集
に

ま
と
め
て
、
入
賞
者
や
関
係

各
所
に
配
布
し
、
内
閣
府
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
「
交
通
安
全
フ

ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
」
に
も
掲
載
す
る
。

　
募
集
の
概
要
は
次
の
通

り
。

　【
応
募
区
分
】
①
小
学
生

の
部
②
中
学
生
の
部
③
一
般

（
高
校
生
以
上
）
の
部

　【
賞
】
最
優
秀
作
「
内
閣

総
理
大
臣
賞
」
各
部
１
人
▽

優
秀
作
「
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
賞
」
①
６
人
以
内
②
３

人
以
内
③
１
人
▽
佳
作
「
内

閣
府
政
策
統
括
官
賞
」
①
各

学
年
原
則
５
人
以
内
②
同
６

人
以
内
③
５
人
以
内
▽
副
賞

①
②
図
書
カ
ー
ド
な
ど
③
賞

金
（
最
優
秀
作
５
万
円
、
優

秀
作
３
万
円
、
佳
作
１
万

円
）

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
コ
ン

ク
ー
ル
事
務
局
：
ア
ー
ツ
ア

ン
ド
ク
ラ
フ
ツ
「
交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
係
」
（
電

話
０
４
２
２
・
27
・
６
６
２

２
、
Ｅ
メ
ー
ルsak

u
b

u
n
@
arts-crafts.co

.

jp

）
ま
で
。

交
通
安
全

フ
ァ
ミ
リ
ー
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

14
年
度
応
募
作
品
を
募
集

内閣府

　
損
保
協
会
中
国
支
部

（
桑
田
憲
吾
委
員
長
＝
日

本
興
亜
損
保
）
は
６
月
７

日
、
広
島
県
代
協
と
共
催

で
、
「
市
民

防
災
セ
ミ
ナ

ー
～
広
島
の

天
気
に
つ
い

て
学
び
、
自

然
災
害
に
備

え
ま
し
ょ

う
。
」
を
開

催
し
た
。
県

民
の
防
災
意

識
向
上
を
目
的
に
実
施
さ

れ
た
も
の
で
、
会
場
の
県

立
総
合
体
育
館
に
は
約
60

人
が
集
ま
っ
た
。

　
第
１
部
で
は
「
気
象
災

害
と
広
島
の
天
気
」
と
題

し
て
、
広
島
県
出
身
の
気

象
予
報
士
・
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
の
大
隅
智
子
さ
ん
が

講
演
。
広
島
の
天
気
の
特

徴
な
ど
を
知
っ
て
災
害
か

ら
身
を
守
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
、
動
画
で
洪
水
や
竜

巻
の
恐
ろ
し
さ
を
解
説
し

た
他
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で

「
雲
」
を
つ
く
る
実
験
な

ど
を
行
っ
た
。

　
第
２
部
で
は
「
自
然
災

害
か
ら
の
復
興
に
向
け
て

～
公
助
、
共
助
、
自
助
の

果
た
す
役
割
～
」
を
テ
ー

マ
に
、
同
協
会
生
活
サ
ー

ビ
ス
部
の
小
川
政
裕
企
画

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
が

「
も
し
も
の
時
」
の
備
え

と
し
て
、
損
害
保
険
が
果

た
す
役
割
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
広

島
の
天
気
の
特
徴
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
」
「
気
象

災
害
へ
の
備
え
の
重
要
性

を
再
認
識
で
き
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
多
く
寄
せ
ら

れ
た
。

　
ま
た
、
会
場
で
は
講
演

資
料
の
他
、
東
日
本
大
震

災
の
復
興
商
品
で
あ
る
飲

料
水
「
だ
れ
か
の
た
め

に
」
を
配
布
。
同
商
品
は

売
り
上
げ
の
一
部
を
震
災

支
援
と
し
て
寄
付
す
る
た

め
に
販
売
し
て
い
る
も
の

で
、
被
災
地
の
高
校
生
が

ラ
ベ
ル
を
デ
ザ
イ
ン
し
て

い
る
。

ペットボトルで
「雲」をつくる実験

損
保
協
会
中
国
支
部
　
広
島
防
災
セ
ミ
ナ
ー
開
催

自
然
災
害
へ
の
備
え
と
損
保
の
役
割
で


